CORONA 


コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全ま（消安ま）で指定され 
る特定保守製品です 0 

法定点検を受けるために所有者登録を巧ってください。 

(製品に同捆した r 所有者票」に記入し投函願います。） 

正し<使って上まに節約 


エフエフエイジー エイチ 

FF-AG6811H 



このたびは、コ□ナ石油ス I -ーブをお買 
いあげいただき、まことにあり力《とラご 
ざいました。 

正しくお使いいただくために、この取扱 
説明書をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになる 
方びいつでち見られる所に r 保証書 J と 
巧に大切に保管しで < ださい。 
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A 警告 

KEROSENE ONLY 


使用燃料：な油 
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1• 特にま意しでいただきたいことほ全のために I 必ずお守りください) 


ガソリン厳禁 

ガソ I 」ンなど揮発性の高いミ由は、絶巧 
に使用しないでください。 

•义がの原因になります。 

スプレー宙厳禁 

スプレー 定や力亡 ツ トこん 
ろ用ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで 
くださし、。 

熱で生の圧力び上びり、爆 
発しで危陵です。 


(§) 

で 



巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用し 
ないでください。 

巧類び落下しで义びつき、 
乂災の原因になります。 



給排気筒（管、ホース）外れ危険 

給排気筒（管、ホース）び外 
れたまま使用しないでください。 

外れでいると運転中に排ガス 
び室内に漏れで、ち険です。 


給排気筒トップには金網などは付けない 



給が気筒トップには、ちよけ 
のための金網などは付けない 
で < ださし、。 

給排気の妨げになり、異常燃 
焼を起こし排ガスび室内に漏 
れる可能性びあり危険です。 


*3 相細 ■ 



温風吹出口をふさがない 

ストーブの前に干し物を掛け 
たり、カーテンなどで背面の 
空気取入□びふさびれ _ 

ると、本体び過熱しで、 

操作部び変形したりや 
けどや故障-破損する 
など大変危険です。 

衣類、紙などで温風吹出□や 
空気取入□をふさびなレでく 
ださい。 

巧類、紙などでふさぐと、义 
おの原因になります。 




^^0 


0 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をままに正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害やお産 
への損害を未おじ防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は巧のよラになつでいます。 
巧客をよく理聞しでから本文をお読みください。 


A 危険 
A 警告 
A 注意 


この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負ラ危険、または义巧の危険び差し 
迫っでをじることが想定される内容を示しでいます。 

この表示を巧視しで、誤った取あいをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、または义おの可能性び 
想定される内容を示しでいます。 

この表示を無ネ見しで、誤った取あいをすると、人び傷害を負ラ可能性や物の損害の発ちび想定される 
巧客を示しでいます。 


絵表示の例 


A 

(§) 

を 


A 記号はミ主意を促ず内客があることを告げるちのです。 

図の中に具体的な;'主意内容(左図の場含は一般的なミ主意)び描かれでいまず。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止巧客(だ図の揚含はガソリン禁止)が描かれでいまず。 

を記号は行為を指示する内客を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内客(左図の場含は電源プラグをコンじントから旅いでください)び描かれでいます。 


么警告 (WARNING) 
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参小さいお子様のいるご家庭では、特に;'主意しで 
くださし、。 


u 要をかけたり物をのせない 

機器の上にのったり、腰をかけたりしな 
いでください。機器の故障ややけどのお 
それびあります。 

機器の上に巧びんや水を入れたちのなど 
を置かないでください。水びかかると漏 
電や故障のおそれびあります。 


0 


油漏れ確認 

ミ由タンク•ゴム製送巧管’接合 
部’給;由コックおよび機器な 
どからの灯ミ由漏れびないこと 
を確認の上ご使巧ください。 
巧';由び漏れでいると义災のお 
それびあります。 



温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたらな 
し、でください。 へ' 

お温やけどや脱水症状にな^ 

るおそれびあります。 

参特にお子様やおを寄り、体の不自由なちび使われ 
るときは、周囲の人び'十分ミ主意しでください。 



分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用し 
ないでくださし、。 

不完全な修理は' ち陵です。 


可燃物との距離を離ず 

巧燃物との離隔お離についでは標準据 
巧け例 （27 ページ）を参照しでください。 



改造使用の禁止 


〇 

0 


改造しで使用しないでください。 

また、ス I ■''ーフ'や給排気筒には巧暖房巧 
の熱交換器などを取り付けないでください。 

义がやがガスび室内に漏れる原因となり危険です。 


カーテン、寝具など巧燃物近接禁止 

カーテン ’巧団や毛巧など 
燃えやすいちののそばなど 
で使用しないでください。 

义おび発ちするおそれびあ 
ります。 

巧燃物との離隔距離じつい 
では （27 ページ）を参照し 
でくださし、。 


0 



給油時消乂 

义巧のおそれびあり 
ますので、給ミ由は、 
必す消义し、义の気 
のないところで巧つ 
でくださし、。 




特にま意しでいただきたいこと(安をのために必ずお守りください) 


么警告 ( WARNING ) 

1 

定期点検の実施 

定期的 （2 年に1回程度）に 
点検-整備を受けでください。 
点検を受けすじ長期間使用 
し続けると、故障や事故の 
原因じなり危険です。点検- 
整備はお買いずめの販売店 C 
や資格者のいる店に依頼し 
で < ださし、。 

V _ 

し 

1 

〇 

戌 


ご自身での据付け- ベ、 

移設工事の厳禁 

む客さまご自身によるて 
事は危険です。 

据巧け工事は販売店ゃ専 （ C /' i 、、，^ . 

門業者にごの頼ください。 

(ストーブを移設させる場 vH 

さち同じです。） 

J 


A 注意 ( CAUTION ) 
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初めてお使いになるとをの注意 

ネリめでお使いになるとさは、耐熱塗料 
などび焼きなくまで煙と臭いび化ます 。 mm 
しばらくの間、窓をあけで部屋の換気 mw 
を巧つで < ださい。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場 
含び考えられますので、この間は、部 
匡に入れないでくださし、。 


ほこりの除去 

フィルタは、週1回]^上必ず 
掃除しでください。 

ごみ-ほこりなどでフイルタ 
びつまると、送風力び弱くなり、 
排気温度上昇やス I -ーブの表面 
温度か'上昇する原因になります。 



電源プラグのお手入れをする 


ときどきは電源プラヴを巧き、ほこり 
およびを属物を除去しでください。 
ほこりびたまると湿気などで絶縁不良 
になり义おの原因になります。 


〇 


変質な油禁止 


変質な';由、不純な';由（巧れたな;由、化 
の混じっているな';由など）を使巧しな 
いでくださし、。 

異常燃焼や故障のおそれびあります。 


0 


電源コードを傷めない 

電源コードに巧理な力を加そたり、 
物をのせたりしないでください。 
また、電源プラヴを巧くときは、コー 
ドを持って引き巧かないでください。 
火がや感電の原因になります。 



長期間使用しないときは た 
電源プラグを抜く ^ 

長期間使用しないときまたは保管するときは、 

必す電源プラグをコン t ントから抜いでください。 
义がや予想しない事故の原因になります。 


〇 


口油の保管 

なミ宙は、义気、雨水、ごみ、高温および 
直射曰化を避けた場所に保管しで < ださい。 
ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 
誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれがあります。 


フィルタをがしての運転禁止^ 

巧流巧送風機のフィルタを外した状態で V-X 
運転しますと、カーテンなどをききこんで乂おに 
なるおそれが'あります。 

また手などふれるとけびをするおそれびあります。 


電源の接続 


0 


電源は適正配線された単相1日 0 V のコ 
ンじントじ(外は使用しないでくださし、。 

発熱-発义の原因になります。 

電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 
発熱-発乂の原因になります。 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 


給排気筒トップのおくに、 
'灯油や可燃物など引乂の 
おそれのあるちのを置か 
ないでくださし、。 

义災のおそれびあります。 



特殊用途には使用しない 

貨品-精密機器-美術品の保をや、動植 
物の飼育-裁培などには使用しないでく 
ださし、。 


0 


外出する時は消乂 

外出のとさは、必す運転を停止し消火 
しでください。 


〇 



•特に注意しでいたださたいこと(安全のために必ずお守りください) 


A 注意 ( CAUTION ) 
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1. 特にま意しでいただきたいこと(安をのために必ずお守りください) 


お願い ( NCmCE ) 

機器を廃棄するとさのを意 

ス1''ーブを廃棄処分するときは、定ミち面器のな 
ミ由を抜き取っでください。 (19 - 20ページ） 

なミ由び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に 
思わめ事故になるおそれびあります。 

v 

な油の廃棄 

なミ由の廃棄処分は、な';由をお買いホめになった 
販売店にご相談 < ださし、。 

> 


2•使用する場所 


ストーブを安をに使用するためには、場所の還定び大切です。 


ままに使用するために 




A 

0 

0 


♦マントルピースなどにおなける場合は、標準据巧け例にし 
たびっでください。 （27 〜28ページ参照） 

参標高び1500上の場所では使用しないでください。高地 
で使巧される場合は調整び必要です。（空気の濃度び薄いた 
め、燃焼に必要な空気び不足します。詳しくは、工事説明書 

( 高地または延長給が気で使用の場合つ をご覧ください。） 

参温室、飼育室、乾燥室などでは絶が使用しないでください。 

•温室、飼胃室など、動植物の胃成裁培に使用しないでくだ 
さい。 

•ク IJ 一ニング店、美容院など化等薬品を使用する場所では 
使巧しないでください。化巻薬品などの影響により、異常 
燃焼や故障の原因になります。 


A 


効果的に使用ずるために 




W 


窓の下や壁面に設置 

参外気に接する窓の下や壁面に置くと、ち気びス I -ーブで暖められ、 
温風としで巧流しますので効果的です。 

出入□など人の通るところは、ぶつかると危険ですので避けでく 
ださい。 

•部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を/むびけましよラ。 



温風の循環を巧げないでください 


♦ I ごミ主意 ス I フ''の前面に障書物を置かないでください。 
障害物びあると部屋の温度にむらびできるばかりでなく、ストー 
ブ本化の温度び上昇しで危険です。 



参ス I -ーブの前面の空間を広くとれる場所を還んでください。 
































































3 •さ部のち称 


外觀図 


操作部 



運転スイッチ 


表示部 


----- -放熱器 



構造 























































































3 •各部のさ称 


I自動および eco 運転時 
に語:定した設定温层を 
表のします。 


運乾中に室の温度を表示 
します。 

トラフ''ル発を時に自己診 
断モニタを表示します。 



タイ7— -現を時刻表示 

時刻表示 

時計動作□□ン 

ドツト表示 

燃焼表示 

微か表示 

-タイマー運転時にはタイ 
7—が点灯し、それしツ外 
は現捆寺刻び点のします。 

-タイマーおよび現巧時刻 
を含わせるときはそれぞ 
れび点;励します。 

•通常は現在時刻を 
表示します。 

. タイ7—運転時は 
タイマーじット時 
刻を表示します。 

•現を時刻を表示し 
でいるときは点ミ威 
しでいます。 

• タイマー t ット時 
刻を表示しでいる 
ときは消灯します。 

-手動運起で乂力 
を研り換える隙 
に目安としで点 
灯します。 

乂力のり換え接 
は消なします。 

-手動運お時に 
現な設定しで 
いる乂でを 
クラフ表示し 
ます。 

•微か運輯中に 
点のします。 


■表示部の明るさ調節 

参温度設定スイツチ （ + ) を巧しなびら （一） を巧すことにより、表示部の明るさを調節することびできます。 


運輯中表示 設定温度表示 室内温度表示 


■運お停止中は節電のため、表示はすべで消なします。 

♦現を時刻をお認したい時は、操作スイッチのいすれかを巧しでください。1分間、現巧時刻を表示します。 
参タイマー運転中は節電のため、表示びすべで暗くなります。 


※運転厚止中ち現在時刻を表示させることびできます。14ページの（運転厚止中を時計を表示させたいとき)の項を 
参照しでください。 

「音声おがらせ」の内容と消音方法 

♦坦常の運転操作け点乂 J •じ肖义」•「タイマーじット J) をおこなラとき、音南（"点乂します"•"消乂します"’"タイマー 
它ットしました"）で操作状態をおがらせします。 

参 eco スイッチを巧しなびら温度設定スイッチ （+) を巧すことにより、 r 音靑お知らせ」を消音することび出来ます。 


操作音手動：ピツ 
自動：ピピッ 


S 動/ま動表示 

eco 表示 

-白動運記中：「自動」表示 
. 手動運乾中：「ま動」表示 

• eco 江〕）運輕 
中に点巧します。 



白動/ま動スイッチ 


微少スイッチ 


•微少の固定乂力運頭にの 
り換えるときに巧します。 

操作音たツト：ピツ 
解除：ピピッ 


運起スイッチ 


-運転/停止をするときに 
押します。 

操作音運輯：ピッ 
停止： ピー 


表示研換スイッチ 

-現な時刻含わせ、および 
タイマー音わせの設定の 
り換えをします。 

-押すごとに、 

現を時刻 
タイマー 

の川目室に切り換わります。 
-己砂な上操作び無い焉含 
は视期表示に戻りまず。 
操た音切換：ピッ 
戻る：ピピツ 


eco スイツナ 


タイマースイッチ 

• eco (エコ）運鼠の t ツ 


• タイマー運転を t ッ 

卜-辭陈をするとき 


卜’辭陈をするときじ 

に押します。 


巧します。 

操作音じット：ピッ 


操作音它ット：ピッ 

解除：ピピッ 


解除：ピピッ 


温度/時刻/乂力設定スイッチ 


-自動運転のとさ設定温度を変えるとぎに巧します。 

-手動運輯のときに乂力を変えるとさに押します。 

-現な時刻、タイ7— 時刻を含わせるときに押します。 

操た音+ C 分）：ピッ 
-( 賦：ブッ 




\ II / / ^ 

自動手動 eco 運転ゃ設定;豆度室内温度 
クタイマー現在時刻 —I —I 

午前 • こい口。 I— 1|—I I—f|— I 

午後い - ‘UU •しし。 C しし。 广 


操作部-表示部の名称と働ぎ 
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4 •使巧前の準備 



燃料は必すな油 （ J に1看の油）を使用しでください。 

• A 警告 I ガソリンなどの揮発性の高い';由は、絕巧に使吊しないでください。义災の原因になります。 
参 I A ま意 I 変質ロミ由、不純な;'由などは、絶対に使巧しないでください。 

• A ま意 I 巧'油は必す义気-雨水-ごみ-高温および直射曰光をさけた場所にな管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保营しないでください。誤って使苗すると異常燃焼や乂災のおそれび 
あります。 


指巧に燃料をつけ、島をふぎかけ 
ます。 

(义の気のない巧でおこなつでください。） 



なミちは 
めれたまま 



ガソリンは 
すぐ乾く 


巧シーズンよ 長期間曰巧に 
り持ち越しの あたる巧や温 


巧油 


度の高い所に 
保营したなミあ 


0 0 


客器のふたが 
開けであった0、 
乳白色のポリ 
客器で保營し 
たな油 


娜 


0 


水-ごみやの 
ミ由]^がの油が 
ほんのねすか 
でち混入した 
打ミあ 



>極度に変質したち 
のは、黄色日ホがか 
ったり、すっぱし、 
においびします。 

必すな';由用のポリ 
タンクをお使いく 
ださし、。 

なミ由はシーズン中 
(こ使いきりましよう。 


■変質な油や不純な油を使用すると… 

•ミ由の程度にをよりますび、燃焼不良をおこしたり、ストーブの損傷を早め、故障の原因になります。 
•水やごみび送ミ由経路に流れこみ、燃焼不良や着乂不良の原因になります。 

■万一変質灯油や不純な油を使用したときは… 

参お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナサービス忆ンターにご連給ください。 



ごま意•変質なミ由、不純な';由び原因で修理をの頼されたとさは、な i 正期間ホでちな i 正の巧象夕 t とな 


ります。 

•変質なミ由の処理でお困りの場含は、なミ由をお買い巧めの販売店にご相談ください。 



■給油の隱のま順と注意 


給';由ポンプ 参!^ 注意 I 給';由は必す;肖义しでからおこない、こぼれた巧;'由はよくふきとっ 

でください。义災のおそれびあります。 

参送油ノりしブを間じで給ミ由□ふたを外し巿販の給ミ由ポンプで給';由しでください。 
給ミ由□ふた 油量計の針び r 満 J をさしたら給ミ由をやめでください。 

ストレーナ(巧部）おミ由後は、給'油□にあるストレーナを取り化しで、水やごみびたまってい 
:由 S ® 十 たら掃除しで < ださい。 

♦ストレーナを取りはけで、給ミ由□ふたを必すちとどおり締めでください。 

送ミ由バルブ 
かグージ 

水巧きバルブ _, 

ま意!义災のおそれびありますので、給ミ由は、必す消乂し、义の気の 
ないところでおこなつでください。 


参,給ミ由の際は、水-ごみなどを入れないよラに注意しでください。 

水-ごみなどは燃料不良や、ス I -ーブの寿命ほ下などの原因になります。 
参を合ミ由□ふたは、確実に締めでください。 



変質な油•不純灯油とは 


なミ由とガソリンの見分けかた 





mm 






















































4 •使用前の準備 


■燃料切れのを意と空気巧さの方法 

油タンクを空にしないよラにま意しでください。 

ミ由タンクを一旦空にしますと、送油経路内に空気びたまり、正常に送油びできなくなるこ 
とびあります。このよラな場合は巧の順唐で空気巧きをしでください。 



1. 送ミ由バルブを閉め油タンクに給ミ由します。 

2 . ストーブのコ''ム管□から、コ''ム製送ミ由管を外します。 

3 . 送ミ由バルブを開けコ''ム製送ミ由管からなミ由び連続しで流れ出る 
ことを確かめでからコ''ム製送ミ由管をちとどおりにストーブに取 
りなけます。（灯ミ由びこぼれないように容器を巧意しでくださし、。) 


運乾開始前の準備と確認 


■前面ガード取がけのお認 

•ネリめで使巧するときは、同捆の前面ガードび必す取り付けられている事を確認しでください。 

参ストーフ'前面は高温となり、やけどのおそれが'あります。必す取り巧けでください。 

参取りはけられでいない場合は （29 ページ）前面ガードの取巧ちまを参照しで必す取り付け 
でください。 


■安全装置のじット、取扱上のを意 

定油面器のじット 

巧めで使巧するときやシーズン初めには、ストーブち側面の丸巧の中に指を入れ、定油面器1」 
它ットボタン（ホ色）を軽く押し下げでください。 


■送巧経路のミ由漏れの確認 

♦ |么ま意|巧タンク-ゴム製送';由管-接合部-給ミ由コックおよび機器などから巧';由漏れびな 
いことをお認の上ご使用ください。巧ミ由び漏れていると乂災のおそれびあります。 

参ミ由漏れのあるときは使用を中止し、ミちタンクの送';由バルブを閉じでからお買い求めの販売店 
または、おおくのコ□ナサービス它ンターにご相談ください。 

■電気配線の確認 

• I A ま意 I 電源プラグはコンじントに根元まで確実に差し込んでください。 

•電源コードび給が気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

ご注意 電源プラヴ-コードの発熱-発乂を防ぐために… 

参電源は必ず適正配線されたお相 100 V のコン它ントを使巧しでください。 

参電源コードは、适かで接続したり延長コードの使巧-化の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 



♦ IJt ットボタンは据付け時やシーズン初めに操たします。 
定油面器に強い衝撃をちえたり異常びあったとき外は、 
特に操作する必要はありません。巧一点乂操作後な;'由び 
化す(こモニタサイン E ] または E 2び表示されるよラな場 
含は i 」 t ットボタンを巧しでください。 

(ちをなび外れ、灯'逆びスムーズに流れます。） 

♦ 1」它ットボタンは乱暴に扱ったり、押したままの状態には 
絶対にしないでください。 

•カラーは絶巧にがさないでください。 

























5 .使巧方法（使い方) 


運乾開始 (点义) 


♦操作部の自動/手動スイッチで、「自動」と「手動」による固定乂力運転の設定びできます。 
ご希望の運転ちまでご使用くださし、。 


点乂順序 



1. 運起スイッチを押しで「入」にしでください。 

参"点火します"の音声と同時に「運転か」表示び点滅します。 

■乂力調節「自動運転 J の場さ 

2. 自動/手動スイッチを押しで「自動」表示にします。 



表示切換 


自動 




参表示部に設定温度と室内温度び表示されます。 

参ルームサーモによる自動運転となり、設定温度に自動調節されます。 
(ルームサーモは、できるだけ部屋の温度を代表できる位置に取り付けで 
ください。） 

参予熱び完3すると自動点乂し、その後「運転か」表示び点灯に変わり温 
風び出ます。 



( 室温の調節)をおこなつでください。 

※手動運転にしたいときは…自動/手動スイッチを押しで「手動」表 
示にしでくださし、。 



表示切換 


手動 



■乂力調節「ま動運転 J の場ち 

2. 自動/ま動スイッチを押しで「手動」表示にします。 

参表示部に室内温度、义力びブラフ表示されます。 

参予熱び完3すると自動点义し、その後「運転中」表示び点灯に変わり温 
風び出ます。 



C 乂力の調節） をおこなつでください。 

※自動運転にしたいときは…自動/手動スイッチを押しで「自動」表 
示にしでくださし、。 


♦着乂時、放電音と同時に着乂音を凳することびありますび、異常ではありません。 

参点乂操作から放電（着义）まで、室温によりず熱時間び多少変化しますび、約2分かかります。 
参着乂後しばらくしでから温風び出始めます。 






























5 .使用方法（使い方) 


室温の調節 (白動運転) 


操作部の乂力調節の自動/ま動スイッチを押しで「自動」表示にすると、ルームサーモによる 
自動運転となり、室温を1日で〜30でまで設定できます。表示部に設定室温び表示されるので 
なのよラに調節しでください。 

参温度設定スイッチ「+」を押すたびに rc すつ上びります。 
(上限30で） 

参温度設定スイッチ「一」を押すたびに rc すつ下びります。 
(下限10で） 

•自動運転時に、微か乂力でち室温び設定温度より上昇する場合、設定温度より3で上昇すると 
自動のに消乂する eco (エコ）運転をおすすめします。 （11 ページ eco (エコ）運転の項参 
照しでください。）室温び、設定温度より3で上昇すると消乂し、お部屋のムダな暖めすぎを 
おさえます。 



义力調節 (ま動運乾) 


手動運転時には固定乂力運転による乂力調節び巧能です。乂力は6段階に調節され、表示部に 
グラフ表示されます。乂力設定スイッチで巧のよラに希望の乂力に調節しでください。 



参乂力設定スイッチ「+」を押すたびに1乂力すつ上びります。 
(上限 6) 

•乂力設定スイッチ「一」を巧すたびに1乂力すつ下びります。 
(下限り 


■炎のが態 

ストーフ'の据巧けや給排気筒の設置条件で、おはぎみ変化します。 


参炎の状態は、青い炎の中に、瞬間的な黄色いおび 
混じつでち異常ではありません。 


♦また、細かい（露状の）水滴やホコ I 」を吸気した 
場合は全体のに淡いオレンジ色になることびあり 
ますび 異常ではありません。 



青いおのかに黄色い炎び混じる 



mm 












5 .使用方法（使い方) 


eco (エコ）運乾 


^eco (エコ）運転は、自動運転時に eco スイッチを押すとご希望の設定温度に切り換わり、 

它ーブ消乂と ecot —ブ運転でムダな暖めすぎをおさえ、経済的で快適な温度を保ちます。 

ま/■こ、自動運輔寺は最大义力を7日〜90%、ま!)運転時は最大义力を80〜90%1こおさえでお部 g を温めすぎないようじ運転します。 


g ち[設定温度20での場合] 

• eco (王〕）運起 



参 ecot — ブ運転 •じーブ消义 



eco 運転スイッチを巧すと設定最大义力を70〜90%じおさえ ムダな暖めすぎを巧え、快適な 

温度び20でにのり換わります で室内を暖房します。 室温を保ちます。 

X 設定温度の初期設定は20でです。設定温度は、温度設定スイッチで10〜30てに変更できます。 

♦室温び20で未満で30お!ツ上運転した場含は、最大义力を90%におさえで運転します。 

♦室温び20で1^上の場合、最大义力を80%におさえで運転します。 
•室温び24で]^上で30分]^上運転した場合、（設定温度を22で1^<(上に設定)最大义力を70%にぉさぇで運质 
します。 


室温び設定温度より約 
3で上昇すると;'肖义し、 
設定温度まで下がると 
再点义します。 


I ま動運転時 

♦室温び20で]^上の場さ、最大义力を90%におさえで運転します。 

•室温び24でな上で30分しツ上運転した場合、最大义力を80%におさえで運転します。（义力表示は最大のままです) 

V. 


■eco (エコ）運転ちま 



eco スイツチを巧しでください。 

•「 eco 」 表示び点なし 、 eco (エ〕 ） 運転に入ります。 

♦手動運転の場合は最大乂力時に eco (エコ）運転びはたらきます。 


■eco (エコ）運転の解除 

再度、 eco スイッチを押しでください。 

参 eco ランプび消口し 、 eco (エコ）運転を解除します。 

参 eco (エコ）運乾を辭除すると eco (エコ）運転前の設定にちどります。 
"•eco (エコ）運転は一度設定すると記憶されますので消义しでち解除さ 
あれませんり _ J 


微少運乾 



表示切換 自動/手動 


微か 



•運転巧に微かスイッチを入れると、ワンタッチで最小乂力になり、 
部屋の暖めすぎを防止します。 

微少スイッチをのると、ワンタッチでいつち使用しでいる設定に復 
帰します。 


微かスイッチを押しで<ださい。 

参「微か」表示び点灯し、乂力び微かに設定されます。 

参微少運輯を辭除するときは、微かスイッチを押しでください。「微か」 
表示び消灯し、表示び切り換わります。 































































5 .使用方法（使い方) 


運弦停止 (消义) 


消乂順序 





運転スイッチを押して「の J にしてください。 

参"消义します"の音声と同時に「運転中」表示び消なします。 

参消乂をは本体内部び;ち却するまで送風を継続し、約10分をに燃焼巧送風 
機-巧流用送風機び停止します。送風び止まるまで電源プラグを抜かな 
いでください。 


• A 注意2曰な上家をあけるなど長期間使巧しない場ちは、運転び'完全に停止しでから 
電源プラグをコン亡ントからないでください。 

•緊急時な外に、ストーブに強い衝撃をちえたり、電源プラグを巧いでの消乂はしないでく 
ださい。 

•外出のとさは、必す運輯を停止(消乂）しでください。 


現在時刻の調節方法 



参初めで使用するときや、電源プラグを抜いたときは、時刻表示 

部じ一：- . び表示されます。 

参表示切換スイッチを巧しで「現在時刻」表示にします。 

現在の時刻または一：一一 . び表示され「現在時刻」表示び点 
滅し丰す 

♦時刻設定スイッチ（時）（分）を押しで現在時刻を合わせます。 
1回押すごとに（時）は1時間、（分）は1分進みます。 

押し続けによるスイッチの受けなけちおこないます。 


時刻設定は「現在時刻」び点滅中設定できます。点滅び終 
3し、表示びのり換わった場合は、再度表示切曾スイッチ 
を押しで設定しでください。 



参時刻合わせをおこない表示の換スイッチを押したとき、または 
己秒間操作びなく自動的に表示びのり換わったときに時計動たを 
開始します。 


♦約30秒が内の停電であれば、再通電をち現在時刻を表示しますので時刻合わせの必要はあ 
りません。それと(上の停電で、一：一一 . び表示されたら時刻合わせをおこなってください。 






















5 .使用方法（使い方) 


タイ7—の使用方法 


■タイマー時刻の台わせち 



現在時刻とタイマー時刻び設定されでいないと、タイマー運転は 
できません。 

•表示切換スイッチを押しで「タイマー」じします。 

現なのタイマー時刻または一： . び表71^され「タイマー」 

が、占滅しキザ 

参「時」•「分 J スイッチを押しでタイマー点乂時刻を合わせます。 

1回押すごとに「時 J は1時間、「分」は5分進みます。 

参表示切換スイッチを押しでください。 

これでタイマー它ット時刻び記憶されました。 




■タイ7—運お方法 

参運転スイッチを押しでください。 

(運転かの場合は運転スイッチを押す必要はありません。） 

参タイマースイッチを押しでください。 

参"タイマー亡ットしました"の音声と同時にタイマー表示とタイ 
マー它ット時刻び表示され、タイマー運転に入ります。 

•含わせた時刻になると、運転を開始します。 



■タイマー運起の解除 


•再度、タイマースイッチを押しでください。 

•タイマー表示び消灯し、現在時刻び表示され（「運転中 J 点滅）、 
タイマー運転び解除され、自動的に運輯を開始します。 

•運転を停止する場合は、運輯スイッチを「の」にしでください。 


♦外出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマーじットは、絶対にしないでください。 
参タイマ-運転中は節電のためタイマ—じット時刻表示の明るさ（輝度）び落ちます。 

























5 .使用方法（使い方) 


■現在時刻-タイマー t ット時刻の確認 


勺見を時刻の確認 

•表示の換スイツチを押しで 



タイマーたツト時刻の確認 

•表示の換スイツチを押しで 



「現在時刻」じ合わせます。 

時計表示に現在時刻び 
表示されます。 

「タイマー」（こ台わせます。 

時計表示にタイマー它ット時刻び 
表示されます。 



運捉停止かを時計を表示させたいとき 


運転停止中は節電のため、表示はすべで消なしますび、下記のちまにより現在時刻を表示さ 
せることびできます。 

参表示切換スイッチを押しなびら、時刻設定スイッチ（分）を押します。1分!^上経っでち時計表 
示び消なしないことをお認しでください。 

参もとに戻したい場合は、同じよラに表示の換スイッチを巧しなびら時刻設定スイッチ（分）を巧 
しでくださし、。 

参30砂]^上の長い停電びあった場合は、再度操作をおこなっでください。 


自己診断モニタについで 


ストーブにトラブルび発ちするとトラブルの状態び表示部に記号表示（自己診断モニタ） 
されます。 

「故障■異常の見分けちと処置ちま」に1〜22ページ）をご覧になり、記号表示に合った 
必要な処置をしでください。 

〈自己診断モニタ〉 


表示 

異常状態 

/- / 

遠の消 乂 

FP 

不着 乂 

り 

巧震作動 

E'-l 

過熱防止装置た動 

广广 

排気管抜け検知た動 

とら 

ルームサーモ®線 

Fl - F'-l 

1 = 1=1 

1で 巧 

F 8 

疑似义炎 

EI -1 

燃焼用送風機異萬検出 

r r 

ルームサーモ短絡 

c d 

巧流用送風機巽常検出 

rr 

空気サー=スタ温度異常 

らし,' 

表示サー=スタ温度異常 

FO 

冨板温度異常 


辭除ちま 


表示 

異常状態 

辭除ちま 

，口/ 

ポツト予熱不足 

③ 

n ■/ 

ポツト温度ほ下 

P 3 

ポツト異常過熱 

nr 

畐板故障 

HE 

不完全燃娜膛醒知部異常 

③ 

h ' [爲威 

不完全燃烧防止装置た® 

卜 I'n 点滅 

連続不完全燃焼通知臟作動 

パパ点灯 

再点乂防止機能た動 

④ 


① 


■解除ちま 

①運転スイッチを一旦「の J にし、再び「入」にしでくださし、。 
⑤お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービ 
ス它ンターに修理を依頼しでください。 

⑤直ちに部屋の換気を十おにしで、運輯スイッチを一旦 
「切] J にし、再び r 入 J にしでください。 

④辟除できません。 

直ちに部屋の換気を十分にしでお買い巧めの販売店 
または、おちくのコ□ナサービスじンターに修理を 
の頼しで < ださい。 


齡励 IP 

♦お買い刺)の目麻 S または、施くの]日ナサ-ビスたンタ - I こ難にりただく際は、赫にいる自谎 K こ外ち知らせください。 










































5 .使用方法（使いち) 


使用上の注意 


本書の「特にま意しでいたださたいこと、安をのために必すお守りください」の他に、巧の頂 
目についでちミち意しでください。 



♦ス I -ーブの前パネル.前面ガードなどは高温です。やけどにミち意しでください。 

特にお寺さまをス I ブにおブけないでください。 

♦前面万ードを别したまま使用しないでください。 

誤つで放熱器や平面ガラスなどの高温部にふれますとやけどをします。 

♦雷び発生したとき、雷（誘導雷）により一時日勺な過電圧びかかつでを、過電圧防止装置び機器をな護するし 
くみになつでいますび、大きな雷（直擊雷など）の場合は、電寺部品を損傷する恐れびありますので、電源 
プラヴをコン它ントから巧いでください。 

参給が気筒トップやが気管は高温です。やけどにを意しでください。 

险警告 I •給が気筒トップ閱そく危険 

給排気筒トップの固りび雪でふさびれたままで使巧しないでください。 

ふさびれでいるときは、除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い」は給排気の妨げになるのでおやめください。 

閱そくしでいると運輯中に排ガスび室内に漏れで、危険です。 

参平面刀ラスにはかをかけたり、衝擊をあたえたりしないでください。万ラスび割れち睽です。 

♦ス I — ブ前面巧おは、ふく射熱び強いので熱に弱いちのを置いたり、敷いたりしないでください。 

変色や変おしたりすることびあります。 

♦シーズンオフのよラに長期間使用しないときは、コン t ントから電源プラヴを巧いでください。 

























6 .安を装置 


このス I ブにはなのよラな安を装置びついでいます。 

すべでの安を装置は、異常び取り除かれでも再度点乂操たをしなければ運転は停止したままです。 


安全装置 


巧震自動消乂装置 
( IT 引表示） 


点乂安全装置 
燃焼制御装置 

(フレーム□ッド） 

に iJ 表示•丘と]表示^ 

(途中消义）（不着义）ノ 


停電安全装置 
I \巨-! I 表示 - 1 ,59康 示\ 

(30 秋 U ■(上）5秒しツ上、 

\ ぃ〇秒末満ノノ 


過熱防止装置 
/ tt - モ；^タット、 
過熱防止サ-モスタット j 

(作の表示） 


不完を燃焼防止装置 
参ガス t ンサー 
([ T - 1 C I 点滅表示） 


連続不完全燃焼通知機能 
(口^点滅表示） 


再点乂防止機能 
(口^点灯表示） 


原因-作動結果 


♦強い地震（震度約5似上）や衝 
撃を受けたとぎ 

〇 


’白己診断モニタ臣 5 ' I 表示 
‘白動的に消乂 


♦点乂 S スをしたとぎ 
♦途中消乂をしたとさ 
♦炎び異常にルさいとさ 

〇 

-自己診断モニタ圧で表示または 
圧，？该示 
- g 動的に消义 


♦停電したとさ 

♦電源プラグび抜けたとき 

〇 

-通電後自己診断モニタ rni 表示 
またはで引表示 
-白動的に消义 


•フ ィルタやス I ブの前面びふ 
さびったとき 

•ス I -ーブの前面に障害物などび 
あるとぎ 

ク 


’ g 己診断モニタ巧'- I ' I 表示 
’ g 動的に消义 


• 排気び室内に漏れ不完全燃焼防 
止装置び働いたとさ 

-自己診断モニタ [7^ 点滅表示 
- g 動的に消义 

• 不完全燃焼防止装置び連続しで4◎作動し 
懼続不完全燃烧通知機制か 1 いたとき 

ク 

-自己診断モニタ。方の点滅表示 
- g 動的に消义 

♦さらに不完全燃焼防止装置（不完全燃烧 
通知機能）び連続しで3回作動し再点义防止 
11能び II いたとき 

- g 己診断モニタ臣の点灯表示 
-白動的に消义 
-再点火できません。 


処置ちま 


♦ストーブの固のやお気ホース" 
排気管のがれ-巧漏れなどの異 
常びないことを確認しでから再 
点乂しでください。 

けす震自動消乂装置は作動後自 
動のじじットされます） 


♦曰常の点検-手入れ （18 〜20ぺ 
ージ参照）をしでから点火操作 
をしでください。 

♦なおち異萬が’ある場合は、お買 
いホめの販売店または、おおく 
のコ□ナサービス它ンターに修 
巧を依頼しでください。 


• に71の場合、時計などのじット 
をしでから、点火操巧をしでく 
ださい。 

• で引の場合、通電を点乂操巧を 
しでください。 

• 電源プラヴを確認しでください。 


♦フィルタの掃除-障害物を取り 
除いでください。 （20 ページ 
参昭、 

♦なおも異萬びある場合は、お買 
い求めの販売店または、おおく 
のコ□ナサービスじンターじ修 
理をの頼しでください。 


• 部屋の換気を十分にしでください。 
•が気管び外れでいない力、、他の燃 
烧機器の影響を受けでいないか確 
認しでください。 


^♦部屋の換気を十分(こしで、お買い 
求めの販売店または、おおくのコ 
□ナサービス它ンターに修理を依 
頼しでください。 


mm 























































7 •その他の装置 


装置の名称 

原因-作動結果 

処置ちミま 

排気 f 
( 

量巧け検が装置 

E 与 表示） 

• が気管の接続部び外れたとき 
•排気管巧け検巧用リ ー ド線び外 
れたり、断線したとき 

ク 

-有己診断モニタ If 日 1 表示 
■ス1-ーブの運転を停止 

♦給が気筒およびが気管の接続部 
に、外れ-ゆるみびないか確認 
しでください。 

♦排気管抜け検知巧リード線のゆ 
るみまたは、がれ • のれびない 
か確認しでください。 

給扫商圈本体ねじ 

献^^續 

商離服舰リ-ド線 1 

燃焼 f 

( 

g 送風機異常 
検出装置 
ら勺 表示） 

• 回転数が'異常にほ下したとさ 
〇 

-白己診断モニタ 1 ら q 1 表示 
■ストーフ'の運転を停止 

♦お買い巧めの販売店または、お 
おくのコ□ナサービスじンター 
に修理を依頼しでく ださい。 

巧流用送風機異常 
検出装置 
(1 Ed 麽示） 

• 回転数か'異常に低下したとぎ 

ク 

• 自己診断モニタ1ら j 表示 
■ストーフ'の運転を停止 

♦お買い巧めの販売店または、お 
おくのコ□ナサービスじンター 
に修理を依頼しで < ださい。 

過電流防止装置 
(表示部全消灯） 

♦巧部配線のショートにより過電 
流び流れたとき 

•電流ヒューズびのれ、すべでの 
運転を停止 

♦お買い巧めの販売店または、お 
おくのコ□ナサービスじンター 
に修理を依頼しで < ださい。 

異常 

(表え 

( 

温度検知装置 
がミスタ） 

が表示） 

♦フイルタやストーブの前面びふ 
さびったとき 

•ストーブの前面に障害物などび 
あるとぎ 

ク 

• 自己診脚モニタ 1 ら'•イ 1 表示 
-有動的に消乂 

♦フィルタの掃除-障害物を取り 
除いでください。 （20 ページ 
参照） 

♦なおも異萬びある場合は、お買 
い求めの販売店または、おおく 
のコ□ナサービスたンターに修 
理をの頼しでください。 


mm 




































8 •曰常の点巧-寺入れ 


点検、ミ入れのとさの注意 


点検•手入れは消乂後、ストーブび十分ちえでから、必す電源プラヴをコンじ 
ントから巧いでおこなつでください。 

がち胃参電気部品の分解や巿販品との交換は絶対にしないでください。 

—参燃焼部の分闽は絶巧にしないでください。 


点検、手入れの必要項 S 、時期、方法 


■周囲の可燃物（使巧ごと） 

參 。么注意 I スト-ブの周囲は、常に整理•掃除し、燃えやすいちのを置かないでください。 

■ほこり（使用ごと） 

♦ストーブにほこりび巧いた状態で運転をしないでください。 

参ストーブ外観のほこりやミちれは、乾いたやわらかい巧などできれいにふきとっでください。 
シンナー-アルコール-ベンジンなどは使巧しないでください。 

■油漏れ•油のたまり•迪のにじみ(使用ごと） 

参置台 • ミ由タンクにミ由漏れ-ミ由のたまりやミ由のにじみびないか、点検しでください。 

また、給ミ由の際にこぼれた灯ミ由はよくふきとっでください。 

参ミ由漏れびある場合は、お買いなめの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼しでください。 

■ゴム製送油管の点検•交換の目安（シ-ズンのネリめ） 

参 rA 注意 I 巧タンクやゴム製送油管-おち部-給巧コックおよび機器などからのな油漏れび 
ないことをお認の上ご使巧ください。。 

I ごま 意 I 参 ゴム製を巧管は、屋外で使用しないでください。 

屋外での使用は禁止されでいます。 

参コ''ム製送ミ由管は、経年変化しますので手でかし巧げひび割れびないか点検し、 
ひび割れが'あるときは交換しでください。交換の目安は、3年に1度です。 
交換は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス亡ンターに依 
頼しで < ださい。 

■なタンク （シ-ズンの初め、適時） 

参油タンク内に水やごみびたまっでいないか点検しでください。 

ミ由タンク内の水抜きおよび掃除は、油タンク付属の取扱説明書に従っておこなってください。 

■給気ホース-排気管の点檢（シ-ズン初め • 卸が 

参給気ホース-排気管の接続部び外れでいないか点検しでください。 

♦給気ホースびが気管にあたっでいないか点検しでください。 

mm 












8 •曰常の点檢-ま入れ 


点検、手入れの必要頂目、時期、ち法 


■給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと） 

警告 I 給が気筒（管•ホース）び列れたまま使用しないでください。がれでいると運起中にがガスび漏れでち 
険です。 

参 ^警告 I 積雪びぞいときには、給が気筒トップの周りび雪でふさびれでいないことを歴認しでください。 

•給排気筒およびトップの周囲に障害物び置かれでいないか、ときどき点検しでください。 

障害物び'置いである場合は、移動しでください。 

■給排気筒接続部のゆるみおよびトップの周囲の点検 （1 シーズン1〜2回） 

•給が気筒びつまると、不完を燃焼をおこします。 

シーズン初めには必す点検し、くちび巣をつくったり異物び入ったり 
しでいるときは、必す掃除しでください。 

参給が気筒および、排気管の接続部び列れたり、排気管巧け検知リード 
線び外れたり、断線しでいないか点検しでください。 

参給が気筒を一度取り外しで、再び取り巧けるとぎは、が気管の接続部 
内部にはめこんである0リンブび破損しでいないか確かめでください。 

破損しでいた場合は、お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナ 
サービス亡ンターに交換を依頼しでください。 


給排気筒 



■定巧面器のストレーナの掃除とが巧き（適時） 

^お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに依頼しでください。 

参定ミ由面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。 

ごみびたまるとな;由の流れをりちげで不着乂や途中消乂の原因となります。 

巧のよラに掃除しでください。 



1. ミ由タンクの送油バルブを閱じでください。 

2. ち側板ふたを固定しでいるねじを1本外し、ふたを開 
けます。 

3. ストレーナの掃除□に八ガキなどの層紙を差し込んで 
油ガイドを作り、その下に容器を置いでストレーナの 
止めねじをゆるめで外しでください。 

定油面器の';ちれたな;由やごみびを部流れ化ます。 

4. ストレーナを取り化しできれいな巧巧のかですすぎ 
洗いをしでください。（水で洗わないでください。） 

組み立てるときは 

参ストレーナコ''ムパッキンを忘れないようにしでくださし、。 
参ストレーナを逆に入れないでください。また、底部 
(黒色）び必す左横になるよラに取り付けでください。 
参ストレーナの止めねじを固く締めなけでください。 
•ミ由漏れびないか確認しでください。 


mm 


















8 •曰常の点検-ま入れ 


•なミ由に水び混入すると定ミを面器内まで水び入ることびあります。この場合、内部の部品び腐 
貪する原因じなります。巧のよラに水巧きをしでください。 



1. ミ由タンクの送ミ由バルブを閉じで、ストレーナの掃除の頂と同様 
じストレーナの掃除□に八方キなどの層紙を差し込んでガイドを 
たり、その下に容器を置いでください。 

2. ドレンネジをゆるめで、水が'混入したな巧を全部巧いでくださ 
し、。（ドレンネジについでいる〇リングをなくさないようにミ主意 
してください。） 

3. 組み立ではドレンネジを、〇リングを傷つけないよラ(こま意しで 
元通りに固く締めつけで、ミ由漏れが'ないことを確認してください。 

(0 リンブびきちんと取りなけられでいないとミ由漏れなどの原因に 
なります。） 

参定;由面器の水抜きは、巧タンクの点検をおこなつでち異常び 
なく、 f ，'’ら_ごび頻襄に化る場合のみおこなつでください。正 
常に燃焼しでいる場合は点検する必要はありません。 


■巧流用送風機のフイルタの掃除 （ ill こ 1 ◎な上) 


•フィルタびごみやほこりで目ブまりすると送風力び弱くなり排気温度上昇やストーブの表面 
温度び上昇する原因になります。〔過熱防止装置または表示サーミスタの働きで運転び停止す 
る場合びあります。〕 

運転を厚止しでから、なのよラにス I ブ雲面のフィルタの掃除をおこなつでください。 


フイルター 
とつで 



1. を図の矢印のよラにフィルタを上に引き化し、ス I -一 
フ'裏面から取りがしでくださし、。 

2. フィルタに付着したほこりを掃除機で吸い取ってくだ 
さい。 

3. 掃除び終わつたら、ちとどおりに取り付けでください。 


参 r 么ま意 フィルタを外したまま運括しないでください。 

巧流用送風機のフィルタを列した状態で運転すると、カーテンなどを巻きこんで乂災になる 
おそれびあります。また手などをふれるとけびをするおそれびあります。 


■地震などの災害び'発生したとさの点検についで 

参地震などの災害び発ちし、ストーブに振動や衝撃び加わったときは、運転前に必すなの点検 
をおこなっで < ださし、。 

•給が気筒まわりのがれ、漏れの確認 
• 巧ミ由配管からの漏れ確認 

参点検で異常びみつかった場合は、お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナサービス tz ン 
ターに修理を依頼しで < ださい。 






9 •巧障•異常の見分け方と処置方法 


■なのよラな現象は故障ではありません。 

•修理を依頼される前にちラー度おおかめください。 


現 象 

説 明 

点 

乂 

時 

消 

乂 

時 

初めで使用するときやシーズンの初め 
に煙やにおいびでる。 

耐熱塗料やほこりび焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点义しない。 

予熱点乂方式のため予熱時間び約2分程度必要です。 

(予熱時間は室温によ0ぎか変化します。） 

燃焼開始時や消火後に「ピチピチ J や 
「カンカン J といラ音び'する。 

本体内部び熱により膨張、収縮するためです。 


■使用中に異常びあったら、次表により原因を調べで処置をしでください。 

参原因のわからないとさや、処置のむすかしいとさは、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナ 


現象 

原因 

r / 

-違 

中 

消 

乂 

/ / 
/ / 

S 

乂 

し 

な 

い 

/ / 
1 1 

舜 

雨 

辰 

作 

動 

/ / / 
/ 1 

看過' 
動熱 
防 
止 
装 
置 

' —- 

/ , 

柏気 
動管 
掠 
け 
橫 

' — 

/ / 
/ 1 

S 

雨 

巧 

電 

/ / / 
t 1 / 

i 

似 

乂 

炎 

/ / / 
/ / / 

養 

板 

旧 

/皿 

度 

里 

萬 

/ II 
/ 11 

度示 
異サ 
常1 

夕 

•-—- 

/ // 
いし 

S 不 

巧 

置； 7 U 

検全 
知燃 
部焼 
異防 
常止 
' - - 

/ ir 

! It 

点滅 

H Tc 

作 全 
動臟 
焼 
防 
止 

- - - 

/ 11 / 

/ // 1 

点滅 

s 連' 
知続 
機不 

•i* じ 

目じ兀 

作全 
動燃 
焼 

' - - 

/ II 1 

/ n 1 

点な 

品 

動点 
乂 
防 
ih 
機 
能 

- - 

電源プラヴをコンじントに差し込んでいない 














強い地震びあった。または、ス1 ブじ衝撃をちえた 



• 











送油バルブが閉まっている 

• 

参 












定油面器の安全装置が作動しでいる 

• 

参 












3ム製送；由管に空気だまりびある 

参 

参 












定ミ由面器に水、ごみび入っでし、る 

• 

参 












おが気筒の設置び畐準通りでない。が気管び長すぎる 














巧流巧送風®のフィルタにほこりびたまった 




• 




• 

参 





給排気筒の工事び不適当なため排気ガスを吸い込んでいる 

• 













ルームサーモお付け位置が悪い 














油漏れがある 














給排気筒接続部びがれでいる。 

排気管抜け橫知用リード線端子接続部がゆるんでいる 





• 









フレーム □ッ ドにすすび多量に巧着した 

参 






参 







長時間厚電びあった （ 3 0秒1^<(上 - f ■? 表示） 






参 








停電びあった （ 5秒]^上3 0秒末満 g 表示） 






参 








給排気筒卜、ソプ巧端がおおわれでいる 

参 

• 












電源電圧 ( AC 1 00 V )び低くなっでいる 














手動運輯になっている 














標高調整-延長調整びされでいない 














不完を燃焼防止装置び故障しでいる 










• 




室内に排気ガスび漏れた 











参 

• 

• 















































9 •» 障•異常の見分け方と処置方法 


現 象 

説 明 

燃 

焼 

時 

そ 

の 

他 

青炎の中に黄色い炎(ホ乂)び混じる 
炎の一部び揺ぐ 

異萬ではありません。 

給が気筒の先端から連続的に白煙び化る。 

外気温びおくなると、排気ガス中に含まれている水分び凝結 
しで水譲気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

なミあぎれの際に一瞬炎び大さくなっで消'义する。 

異萬ではありません。 

停電したときの再通.電直を （ If 71また 
は If 引 表术）点火'操たをすると、1ら'っ '1 
[と'-,’ 1 表のが化ることがある。 

停電によりストーブの温度び一時的に上昇するためで、 
異常ではありません。 4 〜已分ち却した後に、点火操た 
しでくださし、。 

放熱器の中央部び「色あいび変わって 
見える J 、 「白っぽくなっで見える J 
場合びある。 

使巧しでいる特殊這ホ外線塗料は、部屋の明るさや照日月等 
の化に反射しで色あいび変化します。 

異常ではありません。安忙\しでご使巧ください。 

「カチカチ J 音びする。 

電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 


サービスじンターにご連絡ください。 ※表示部に自己診断モニタび表示されます。 


n / 
r 1 

巧 

ツ 

卜 

ず 

m 

米 

足 

/-/ -/ 
广 C 

乐 

ツ 

卜 
ご曰 
/皿 

度 

低 

下 

暑 

た 

で 

で 

燃 

を 

る 

な 

油 

の 

に 

お 

い 

が 

す 

る 

爆 

発 

的 

な 

燃 

焼 

を 

す 

る 

電 

源 

が 

入 

ら 

な 

い 

大室 
黃温 
くが 
な低 
らし、 
なの 
いに 
乂 
が 

炎 

が 

大 

香 

< 

な 

ら 

な 

い 

里 

禮 

を 

出 

し 

で 

燃 

乏 

る 

処置ち ま 






参 




コン t ントに確実に差し込む 










ス1-ーブの周迈や給気ホース-排気管の外れ-ミ由漏れなどの異常がないこと 
を確認しでから点乂操作をずる 










送ミ由バルブを開く 










定ミ由面器 iJt ットボタンを巧す 








参 


燃料のれのを意と空気拖さのちま （8 ページ）を参照しで空気拖さをする 








参 


お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービス t ンター1こ修理を依頼する 









参 

お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 










フィルタのほこりを掃陈機などで掃陈する 



• 

参 

• 




参 

お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 







参 



適正な位置に取り付け直す 




参 






お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 










お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービス t ンター1こ修理を依頼する 










お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービス t ンター1こ修理を依頼する 










設定室温、時刻などを t ットしでから点义操巧をする 










再度点乂操作をする 



• 






参 

おおっているちのを取り除く 

参 

参 








を意 「電気配線の確認 J (8 ページ）のの容を点検する 







• 



自動運転に切り換える 



参 







工事説明書に従い調整を巧って<ださい 










お画い求めの販売店または、おおくの□□ナサービス t ンター1こ修理を依頼する 










直ちに部屋の換気をする。 

「不完を燃焼防止装置 J (16 ページ）の内容を点検する 

























































10 .定巧点検 


長期間ご使巧になりますと、ストーブ'の点検が'必要です。 

2シーズンに]回程度、シーブン終3をなどに、点検を実施しでください。点検のごホ目談は、 
お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターちしくは修理資格若〔(財）曰本石 
ミ由燃焼機器保守協含 （ TEL 03 — 3499 — 2928) でおこなラ技術管理講習ミ修3者（石油機器技 
術管理±)など〕のいる店までお問い合わせください。 


愛情点検 

長年ご使用の密閉式石油ストーブの点検をぜひ！ 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

•ミ由ちれびする。 

参強いにおいびする。 

参運転かに異常な言びする。 

参その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 

故障や事故の防止のため必す 
お買いホめの販売店または、 
おおくのコ□ナサービス t ン 
ターにご連絡くださし、。 

点検-修理についでのご責巧 
など詳しいことはお買いホめ 
の販売店または、おおくのコ 
□ナサー ビス它ン ターじご 相 
談ください。 


•部品交換のしかた 


■部品交換のとぎの注意 

I ご注意 I 不完全な修理、調整はを険ですので、部品の交換、調藝が'必要の場ち 
には、お買い求めの販売店または、お近くのコロナサービス它ンターちしくは 
修理資巧さ〔(が）曰本5油燃焼機器保守協をでおこなラ技術管理講習含修3さ 
(5’ ぶ機器技術管理±)など）のいる販売店にご相談ください。 

部品交換はコ□ナ純正宜 P 品とご指定ください。 
消耗-劣化しやすい部品 


^ 項目 

巧容 ] 

使用期間により交換び必 
要な部品 

パツキン類および〇リンヴ（メンテナンス時分解した場合は必す 
交換び必要です。）-点乂プラグ-フレーム□ツド-が気管接続 
用〇リング （ P 40 4 種 D ) 

環境により努化しやすい 
部品 

給が気筒系部品-各種制御薑板-燃焼用送風機-対流巧送風機 
ガスじンサー-ゴム製送油管 

変質.不純な油の使用に 
より劣化しやすい部品 

フレーム□ツド-気化器-電磁ポンプ-定'油面器 

ノ 























12 •保管（長巧間使用しない場さ) 


シーズン終3時などの長期間使用しないときは、曰常の点検•手入れの頂 （18 〜 
20ページ）を参照し、なの要領で保管しでください。 

1•電源プラグをコンたントから巧いでください。 

♦因^注意]長期間使用しないときは、電源プラヴを抜いでください。 


2.'ぶタンクの送油バルブを閉じでください。 

3•フイルタの掃除をしてください。（ 2 〇ぺ-ジ参照） 

4•定巧面器巧の巧巧をすべて抜き取つでください。 （19 〜20ぺ-ジ参照） 

5 •本体のごみやほこりを取つでください。 

• 掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6•本化をしめらせた巧でミちれを落としでから、からぶきしでください。 

7•ストーブはおはけたまま保管しでください。 

♦ストーブの前面や背面の フイ ルタにほこりなどびたまらないようカバーなどをかけでくださし、。 
•どラしでも取りがしで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしない 
よラおしまいください。 

♦巧シーズンに据巧けるときには、必すお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス 
t ンターに依頼しでくださし、。 


♦取扱説明書は大切にな管しで<ださい。 


SB 








13 •仕 



型式の呼び 

FF - AG 6811 H (畐本型す FF - AG 6810 H ) 

種 類 

気化す-屋内用-強制給排気お-強制対流お 

点乂 ちす 

電気点乂す 

使 用 燃 料 

なミち （ J に1号な油） 

燃 焼 状 態 

最 大 

最 ル 

燃料消費量 

7.82 kW (0.760 L ル） 

2.26 kW (0.220 L ル） 

発熱量 

28,150 kJ/h 

8,150 kJ/h 

熱効率 

87.0 % 

87.5 % 

暖房 出力 

6.78 kW 

1.98 kW 

標準適室 

温腹地 

木 造 29.5 rrf (18 置）まで 

コンクリート 39.5 rrf に4置）まで 

寒ち地 

木 造 29.5 rrf (18 置）まで 

コンクリート 46.0 rrf (28 置）まで 

外 お 寸 ま 

局さ548 mm 幅802 mm 奧わ284 mm (置台言む） 

阳 弓 

貨 里 

25均 

電源電圧及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 

最大消費電力（点乂時） 860/860 W 
燃焼時消費電力 34/39 W 

待機時消費電力 

1.0 W 

給排気筒の型すの呼び 

QU 40-3 

給が気筒の呼び径 

D 40 

給排気筒の壁賃通部のろし径 

075111 m 

排 気温 度 

260でな下 

電流ヒューズ 

5 A • 1 5 A 

安全装置 

巧震輔淑 g 置’，な火鮮 g 置’ tiiiSPgi • 稿を龍献 Si ’停電趙麵’纖防止装置 

その他の装置 

過電流防止装置-排気管巧け検知装置-異常温度検知装置 
燃焼巧送風機異常検出装置-巧流用送風機異常検出装置 

イ寸属 品 

給排気筒じット1組-スリーブ1個-給気ホース1個-前面ガード1個 
本体固定を具 B 1 個-コ''厶製送油管締巧バンド2個 • 取扱説明書 • 工事説明書-所有畜票 


備考）標準適室は、社団法人-曰本ガス石;由機器工業含の暮定薑華によります。 




13 •仕 


対流用 ^ 

送風機ヒューズ 5 A I 


ポット 

ヒータ 


1己 A 


〇 

白 

(2 本馈 
白 

(3 本馈 
白 

(已本)黄 
白 

(4 本演 
白 

(6 本演 
茶 

赤 

燈 
ホ 
〇白 

紫 

灰 

青 

ま 

程 

'着 

茶 


白ホ （4 本） 

~3運乾スイッチ 


□ 表示部 
表示部 


表示部 


表示部 


表示部 


ガス t ンサー 


万 

ス 

じ 

ン 

サ 

I 


〇 


〇 


□ 巧震 

□ ポツトサーミスタ 


T F パルス 


電磁ポンプ 


操作部 
操作部 


〇 

青 (3 本) 
白 

青(己本) 
白 


□黒 


空気 

サー ミスタ 

ルー^_モ□白 

サーモスタット□青 

過熱防止 I 1 

サーモスタット^ ^ 

燃焼用 ^ ^ 
送風機 


，ノ、 グ、 

紫 C 

青 

ホ 


フレーム 

□ツド 


ま 


が気筒外レ□灰 


イグナイタ 


異岳 —1 — 1— 黒 
サー モスタット 

雨 お 

巧 M 


檔 

黒 

里 


アース 


プリント配線板端さ配置図 


14•アフターサービス 


■保証についで 

参 このコ□ナ密閉す扫ミちス I ブには保証書か‘ついでいます。 

保証書は、必す「お買い上げ曰-販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取 
りになり、大切に保管しでください。 

参保証期間は、お買い上げ曰から1年間（本体）です。（燃焼部分は3年間） 

参巧のよラな原因による故障および、事故につきましでは、保証の巧象になりませんので;'主意しで 
ください。 

• 変質灯油や不純灯ミちなど、またな巧材外の燃料使用による故障や事故。 

•誤った使用ち法による故障や事故。 


ホ黒白 黒 

〇 


0 □ ディップスイッチ 
表示サ 1/ ニスタ 










、--可燃物^,- 


60cm 

上 


.巧燃物：,' 


本体固定を具 
(1 寸属品）\ 


可燃物'、',1: 


XI 0cm 
な上 


14•アフターサービス 


■修理を依頼されるとき 

参「故障•異常の見分けちと処置ちま」 （21 ‘22ページ）の頂に従ってお調べください。直らないと 
きは、ご使巧を中止し、必す電源プラグを巧いでから、お買いずめの販売店または、おおくのコ 
□ナサービス它ンターにご連絡ください。 

♦ご連絡いただきたい内容は巧の通りです。 

の品名②型式の呼び③お買い上げ曰④故障状な(でぎるだけ具体的じ）⑥ご住所•ご氏名■お電話塞号 
参修理に際しでは、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書の規定に従って巧料修理 
させでいただきます。 

♦保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使用できる製品についでは、ご希望により有料で修理 
いたします。 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナサービス亡ン 
ターにお問い含わせください。 

■保証期間が過ぎているときは 

•お買い巧めの販売店または、おちくのコ□ナサービス t ンターにご相談ください。修理によって使用できる製品につい 
ではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石ミ由ストーフ'の巧修巧性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造巧ち切りを7年です。 

■修理に出されるとさは 

•輸送時や運搬時に；由タンク-定ミ由面器内に灯;由び残ったままですと、傾きや振動でななびこぼれることびありますので、 
必す抜き取ってください。 


巧•据巧け•移設 


据巧け-移設工事は販売店に依頼する 


据巧けや移設工事は販売店または据巧業者に依頼し、お客様ご自身ではおこなわないでください。 


おがけ場所の選定及び標準据巧け例 


お付けについでは、乂お予防条例、電気設備に関する技術畐華などまちの薑華びあります。 

工事説明書のけきにを意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください)」をお読みになり、 
販売店または据巧業者とよくごす目談しでください。 

また、「標準据巧け例」についでは、下図を参照しでください。 


標準据巧け例 


ス I -ーブの据付けは下図を満足させる位置に取り付けでください。 


が気 
エルボ- 


1 50cm 
社 


給気 
ホース 


'、巧燃物 J 




20cm 
な上 


20011 

がと 





巧燃物'_ 


％.占'.-巧燃物- 


/、可燃物，、 



























































15 •据巧け•移設 


標準据之付け例 


•点検-手入れのためス I ブちちの離隔距離は、 20 cml ^ 上にしでください。 

参熱に弱い力ーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびあります。 


•テレビやラジオから1上離しでください。 

参側ち障害物は、両側にあってちよいび給排気筒と障害物、巧燃物との距離は 45 cmULt とって 
くださし、。 

垂前方におや建物びある場合は給が気筒先端と前ち障害物との距離は 60 cml ^ 上離し、かつ上方 
および両側方に気流を阻止する障害物が'ないよラにしでください。 

♦給排気筒下面は地面から 20 cmm 上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給排気筒先 
端び雪でふさびれるおそれのない高さを確保しでください。 


参木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張りをしてある場所に 
給排気筒を通すときは、それらの金属部に接しないよラに電気的絶縁をしでください。 
•壁に巧をあける場合、壁の内部にある電気配線-ガス-水道の配管にあたらない場所を選 
んでください。 


〔マントルピースなどに設置する場合のス I -ーブ周囲寸法〕 



♦給排気筒を延長する場合は、 3 m 3® びり laTF で取りなけられる場所を選定しでください。 
♦標高1300 m 〜1500 m で使巧する場合は、1 .5 m 3 巧びり]^下で取りはけられる場所を選定 
しでくださし、。 


積雪地区における注意 


參積雪のをい地ちでは、積雪時に給排気筒び雪でふさびれないよラな取な場所を遺定しでください。 
また、風びよどむよラな場所では、排気ガスを再度吸い这んで不完を燃焼を起こすことびあります。 












































15 •振巧け•移設 


据巧け後の確認 


おなけび終わりましたら、ちう一度、工事説明書の「特にま意しでいただきたいこと（安きのため 
に必すお守りください)」をお読みじなり、工事説明書に記載されでいるとおり据付けられでい 
るかどラかを確認しでください。 

■前面ガードの取が方法 

参ストーブ設置の際は必ず同捆の前面ガードを正しく巧巧けでください。 


♦燃焼中や消乂直後はストーフ''前面が'高温となり、やけどのおそれが'あります。 
前面ガードは必す取巧けでください。 


〈取巧けちま〉 

参お付けの際はストーブや前面ガードにキズ等を付けないよラ、取扱いには十分;'主意しでくだ 
さし、。 


■前面ガードはストーブの背面に同個されています。下図のよラに取付けて 






















































































15 •据巧け•移設 


試運弦 


試運転は販売店またはお巧業若とご一緒に必すおこなつでください。 

■運活準備 

• 注意 I 電源プラグはコン它ントに根元までお実に差し込んでください。 

参 油タンクに給ミ由し、送ミ由経路の空気抜きをしでください。 （8 ページの燃料のれの;'主意と空 
気巧さのちまを参照しでください。） 

参 送;由経路やス I ブより巧漏れびないか確認しでください。 

•前面ガードは取巧けでありますか。 

参 定油面器をじットしでください。 （8 ページの安全装置のじット、取扱上のま意を参照しでください。) 


① 運転スイッチを押しで「入 J にする 

参 "点乂します"の音声と同時に「運転か」表示び点滅します。 

参 「自動」表示になります。 

参予 熱び完3すると自動点乂し、その後「運転中」表示び点口に変わり温 
風びでます。 

② 異常びなければ自動/手動スイッチで、自動運輯から「手動」にします。 
表示部に乂力びグラフ表示されます。乂力調節を乂力設定スイッチ「一」 

「+」で「1^2^3^4^5^6」に設定しで乂力を確認しでください。 
(各乂力で1分]^上確認しで < ださい。） 

参 炎の状態は、青いおの中にいくらかの黄色い炎びまじつでち異常では 
ありません。 

③ 炎の確認が'終3したら、自動/ま動スイッチで自動運転に戻しでください。 


■消义の手順 

①運転スイッチを巧しで「切 J にする 

参"消乂します"の音声と同時に表示部は時刻表示のみになります。 
参消乂後は本体内部びち却するまで送風を継続し、約10分後に燃焼巧送 
風機-巧流用送風機び停止しをでの表示び消なします。 

■幻龐 IIP 

参長期間の保管後、再び設置する揚含ち「試運転」の手順にしたびい、試運転をおこなつでください。 


初めてお使いになるときのま意 


♦初めでお使いになるときは、耐熱望料などび焼きなくまで煙と臭いび出ます。このよラな場 
合はお部屋の窓（給排気筒トップ取巧け場所より離れた所）をかし開け、半日から1曰程度 
「大乂力」運転をしでください。 

また、ル鳥やル動物などじ影響する場合び考えられますので、この間は部屋に入れないでください。 
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お客様ご相談窓□一覽表 


修理サービスや製品(こついでのご相談は機種咨をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にごの頼ください。 

ご転居やご贈爸品などでお困りの場含は、下記のおおくの窓□じご相談く 
ださい。 

名称、所を地、電話蓄号は、変更する場ちがありますのでご3霜くださし、。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 


コ□ナサービスセンター 
^ 0120 - 919-302 

(修理受巧専用ダイヤル） 

FAX 0120-919-322 


携帯電話 ‘ PHS 等か日は 
最寄のサービスセンター 
へ直接おかけください。 
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